
乳幼児用椅子 
「ベビーキープＥＸ」「ベビーキープＥ」 

「ベビーキープＥ-ＦＬ」「ベビーキープＥ-ＷＡ」 

日常点検 定期点検マニュアル 

ベビーキープE-FL（脚付き） 
ベビーキープE-WA（脚なし） 

ベビーキープE  
（ガード色ピンク） 

ベビーキープEX 
（ガード色紫） 

ベビーキープ 
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はじめに 

 

本書は、乳幼児用椅子「ベビーキープＥＸ」「ベビーキープＥ」「ベビーキープＥ－ＦＬ」 「ベビーキープＥ－Ｗ

Ａ」を快適、また安全にご利用いただく為に必要な点検「オーバーホール」「日常点検」および「定期点検」

の内容を記載したマニュアルです。  

本書の内容に従い「オーバーホール」、毎日の「日常点検」および年一回の「定期点検」を正しく必ず実施し

てください。 

特に設置後、長期間経過した製品は誤使用等による破損、樹脂部の劣化、ネジのゆるみ等が発生する可能

性がありますので、必ず「オーバーホール」を実施してください。  

「ベビーキープＥ-ＦＬ」は脚付きタイプ、「ベビーキープＥ-ＷＡ」は脚なしタイプになります。 

下図は「ベビーキープＥ-FL」で説明しています。 

「日常点検」 「定期点検」 「オーバーホール」にて、異常を発見した場合は 直ちに使用を中止し納入代理

店様または、施工業者様へご連絡して頂き、修理を ご依頼願います。 
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使用方法ステッカー 

（壁面貼り付け） 

誘導案内ステッカー 

（化粧室入口やトイレのドア等） ガード 

注意ステッカー 

（ＰＬステッカー） 

股ガード 

接続部 

下カバー 

脚 

ネジキャップ 

１   各部の名称 

 

接続部 

製品の耐用年数について 

本製品の耐用年数は正常に使用した場合で7年ですので、設置後7年を経過した製品に 
つきましては製品のお取り替えをお願い致します。 



2） 機能、機構関係 
● 右記項目で不具合を発見した場合は直ちに 使用中止・修理 してください。 
● コーナー取り付けの場合、側面左右のネジを締め付ける為には、壁から製品を取りはずす必要があり
ます。（取りはずしは、オーバーホールの項を参考分解し、フレームを固定するアンカーボルトを取りは
ずしてから側面が見える状態にします。） 
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日常点検は、毎日 目視および手感にて行なう点検です。 
必要工具  なし 
● ガードを開閉したときにガードおよび本体にガタつきが、無いこと。 
　 （ガードの開閉動作を行なって確認してください。） 
● 各部のネジがゆるんでいないこと。 
● 部品がはずれていないこと。 
● 本体、ガードが破損していないこと。 
● 使用方法ステッカーは見やすい状態に保たれていること。 
　 （製品の近くの壁面に貼られていることを確認してください。） 

頻度を決めて定期的に確認していただく項目です。 
点検の頻度は、六ヵ月毎を目安にしてください。 
必要工具  プラスドライバー  

１） ステッカー関係 
注意、使用方法ステッカーの文面は機種により異なる場合があります。 
詳しくは部品価格表をご参照ください。（ 　）内は部品価格表での名称です。 

点検項目 設置場所 点検方法 判断基準 対応方法 

誘導案内ステッカー 
（誘導案内Ｓキープ） 

注意ステッカー E-FL； 
（本体Ｓキープ） 

E；（ＰＬステッカー） 

本体正面 

使用方法ステッカー 
（使用説明ＳキープＥ） 

ガードステッカー 
（ガードＳ） 

製品上部 
の壁面 

股ガード 
部正面 

化粧室入 
口やトイ 
レのドア 
等 

目視 部品交換 ※ステッカーは安全にご使
用いただくための警告や
使用上の注意が記載さ
れております。 

正常に貼付され、内容が確
認できること 
（傷、破れ、紛失、変色がな
いこと） 
 

2  日常点検 
 

3  定期点検 
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対応方法 点検項目 点検方法 判断基準 

傾き、ガタつき、異常音がないこと 製品の傾き、ガタつき 
部品交換 

傾き、ガタつき、異常音がないこと 
正常に作動すること。 

ガード、座面開閉 目視 
手感 

部品交換 

脱落、ゆるみのないこと。 各部のネジのゆるみ、脱落（注１） 増し締め 
部品交換 

破損、はずれ、ゆがみ、異物のない 
こと。 

接続部の確認 目視 
部品交換 

脱落、破損、傷がないこと 部品の傷、ヒビ、割れ、著しい汚れ 目視 
手感 

部品交換 

● オーバーホールでは、全ての部品を取りはずし、部品の状態を確認してください。 
● 必要工具 プラスドライバー、レンチ 
●次ページ項目で不具合を発見した場合は直ちに 使用中止・修理 してください。  

注２；ガード、座面の接続部も、ネジを使用して固定しておりますが、ゆるみ止めの為に接着を行なっ
ておりますので、増し締めは不要です。この部分のネジははずさないで開閉の点検にてガタの
有無とＡ部の隙間の確認をしてください。 

 

注１；ネジのゆるみの点検個所 
ドライバーで増し締めを行なってください。 

本体上部側面 
（左右各2ヵ所） 

本体正面下部 
（キャップを外してから2ヵ所） 

股ガード裏側 
（4ヵ所） 

注２ 

Ａ部 

4  オーバーホール 
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対応方法 点検項目 点検方法 判断基準 

壁、床各施工（固定）ネジの脱落、ゆるみ 
・（EX、E）脚フレーム部（3ヵ所）プラス 
　2ヵ所または1ヵ所（壁面の材質により違
います。） 
・（E－FLのみ）壁フック（2ヵ所） 
・（E－FLのみ）脚フレーム部（3ヵ所） 

ドライバー、
レンチ、等 

ガタつきがないこと 
ネジの脱落、ゆるみが無いこと 
フレーム、壁フックに著しい錆の発生
が、劣化がないこと 

分解点検後、 
確実に締める 
部品交換 
（注1） 

側面固定左右各2ヵ所 
正面脚カバー部2ヵ所（EX、E、E－FLの
み）の締結ネジの脱落、ゆるみ 

ドライバー だゆるみ、ガタつきがないこと 分解点検後、
確実に締める
部品交換 
（注1） 

部品の破損、紛失、汚れ 目視 
手感 

紛失、破損、傷、著しい汚れがないこと 部品交換 
（注1） 

１） 点検項目表 

注１；各部に使用しているネジは、十字穴の潰れ、ネジの変形、錆びの確認を行ない、異常を発見し
た場合は、新しいネジに交換してください。 

2） 製品の分解方法　※写真はE-EL

①下カバーのネジキャップと 
　ネジ各2本をはずします。 

ネジキャップを 
はずしてから 
ネジをはずす。 

②本体上部側面のネジ左右各2本をはずしてから 
　下カバーを下へ引き抜くようにして取り出します。 
　（写真は下カバーを取り出した状態） 

③本体上部を上から引き抜きます。 ④フレームだけ残った状態 

フレーム  E、EXでは壁面部も2ヵ所 
または1ヵ所 ネジ止めしています。 

壁フック 
E、EXには 
付属しません。 

フレームの脚部 
固定ネジ位置 
ネジ3ヵ所 



分解後、点検項目表に従い、各部の点検を実施してください。 

3） 製品の組立方法と組立後の確認 
組立は、分解と逆の手順で行ないます。 
ネジの締め付けは、確実に行なってください。 
樹脂部のネジ締め付けは、手動にてお願い致します。 
組立終了後、ガタつきの確認とガードの作動を確認してください。 

数回、ガードの 
開閉確認をする。 

１） 点検日の記入 
点検チェックシールA（別売）に点検日を記入の上、製品に貼り付けてください。  
 

2） 清掃 
清掃の際は中性洗剤を薄めたもので水拭きし、後で必ず乾拭きしてください。 
【注意】  中性洗剤以外の洗剤を使用することはおやめください。 
（プラスチックが劣化し、退色、ヒビ割れが発生し破損することがあります。） 

サービスセンター 
〒111-0041 東京都台東区元浅草2-6-7 
TEL 03-5806-4621 
FAX 03-5828-7630 
電話受付時間：祝祭日を除く月～金  10：00-17：00

5  その他 
 

・点検チェックシールAサンプル 

サイズ W80×H55mm 
テトロン 銀消し 
基材；ユポ80ミクロン 
強粘着 ＃50

●ご用命に関しては代理店もしくは弊社サービスセンターにお問合せください。 

※本書の内容の無断転載を禁止します。 
 2006.10.

製品を安全にご使用いただくために日常点検と1年ごとの 
定期点検をお願いします。 
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